
■再編のポイント

　・系統１（青線）のうち、文苑地区の利用が多い　　➡　再編後も文苑地区を継続して運行するようルートを設定

　・貝塚、武佐地区は他の路線が少なく乗換対応ができない　　➡　再編後も貝塚、武佐地区を継続して運行するようルートを設定

　・系統１（青線）のうち、共栄大通付近の利用が多い　　➡　共栄大通付近は他の路線が多いため、乗り換えて附属小・中学校へ通学が可能

愛国線（60）の再編について

再編前（愛国線） 再編後（（仮）附属スクール線）

文苑地区

共栄大通地区

貝塚、武佐地区
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